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｢携帯型｣ 無動力屋外用
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日本 の 山林 は手入 れがされない森林 が多く ､ i

荒廃の
一

途をたどっ てきました｡

しかし今 ､ 地球温暖化対策として C O 2 を吸収する

森林が注目されています｡ なかでも化石燃料に代わ
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エ ネル ギ ー 源として ｢ バイオマス｣ に大きな期待が寄せられてい ますo

私達は ･｢木質バイオマス｣
※
に着目し､ ペ レッ ト､ 炭 ､ 薪の製品化を

目指し､ 活動を始めました ｡ これらの使い方の提案として ｢ 冬の アウ

トドア ･

ランチパ ー

テ ィ｣ を開催します ｡

葉b? の冬の食材を､ その料理 に適した ｢ 火使い｣ でおもて なし｡
一 緒に火を囲んで地球にやさしく ､ 森林を活かした暮らし方を体感し

ませんか〃

※木葉Jてイオマス= 再生可能な生物由来の有様性資源｡ その うち木宿 (林産喪源) に由来するもの を ｢木

質バイオマ ス｣ と呼鼠 京都議定舌の枠組みでは､ Jてイオマ スはもともと空気中の 二 酸化炭素か光合

成により取り込まれて生成されたもので あることから､ バイオマス を燃決して二 酸化炭素が排出L 'て

もカウントしないことにL / てい る｡ ( = カーボンニ ュ ー トラル)
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【主催] N P O 法人 くりこま高原
･ 地球の暮らしと自然教育研究所

〔協 力] 栗駒木材株式会社
･ N P O 法人エ コ ラ倶楽部 ･ 株式会社住まい の

風工房 ･ ｢ 地 ･ L O H A S ｣ 推進会議
･ 株式会社循環社会研究所

･

株式会社ディ
ー 工ルディ ー

N P O 法人 くりこま高原
･地球の暮らしと自然教育研究所
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●本格石森焼きピッ ツ ァ

平成2 2 年2 月2 0 日(土)
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｢ 多世代はうす 文字倶楽部｣ は ､ 文字集落に残る古民家をそのまま活用 した
"

子育ての世代間伝達
"

施設です｡

家の すぐ裏に は ､ 子 どもたちが遊びにやっ てくる ｢ 森のゆうえんち｣ や ,

おいしい ピッ ツ ァ が焼ける手作りの石窯が｡

今の季節の目玉は何と言っ ても雪だるま作りや雪合戦｡

自然と思いっ きり友達になれる絶好の場所です｡
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ゥ◎体験JS

0 薪割り 順

諺すよ ･

'




